
豊能町公共施設再整備ワークショップ

第４回 西地区ニュースレター
開催日：令和７年６月１日（日） 会場：保健福祉センター

当日の様子

令和７年６月１日（日）に第４回西地区定期ワークショップを開催しました。

第４回目となる今回は、「住民参画について考えよう！」をテーマに、自分達

がどのように関わることができるのか、様々な視点から意見やアイディアを出し

合いました。

第４回定期ワークショップテーマ

住民参画について考えよう！

①自分（達）ができると（施設の事業実施、運営、維持管理、危機管理、情報発信

などについて、自分（達）が関われることは何か？）

②取り組む人は（どのような人が取り組むと最も効果的と思われるか？）

ワ
ー
ク
内
容

メンバーのみなさん思い悩むシーンが多かったですが、
熱い意見交換が行われました！

グループワークのとりまとめ



グループワークでのご意見（※一部を抜粋・編集しています）

自分たちができること

〇9：00～20：00までの時間帯において、高齢者、乳幼児、幼稚園、小学生、中学生、高校

生、大学生など様々な方の利用がある。

⇒全世代交流ルームにおいて、「一緒に遊ぶ」「人生の先輩として相談あり」「小学生の宿

題や遊び」「中高生の勉強・悩み」などボランティアとして支援ができる。

〇ちょっと年上のお兄さんやお姉さんと協力しながらティーンズが利用方法やイベント開催

などを考えたらいい。

⇒10代クリエイティブ道場として、関わりたい。

⇒自主学習ができる場所で居場所づくりになる。見守りならできる。

〇町内の勉強を教えられる人が中心となり、小学生から大人までが学べる。

〇現在、「まなび舎」が公民館で中学生向けにやっている。曜日が決まっているのでいつで

もオープンしていると利用しやすい。

〇人材バンクを作り、知りたいことがわかる場とする。

⇒西地区で講座や教室を開いている方を募集する。

⇒地域に住む方や学生さんが教える。

⇒人集めなら協力できる。

〇地域主体で「日替わりカフェ」「ケーキづくり」を行う。

〇高齢者や障がい者が働けるカフェで、就労支援として、当事者と支援者を雇用する。

〇町外から人を呼ぶ、町が収入を得ることができるカフェレストラン。常にオープンしてい
る方がいい（長時間、土日祝もオープン）

⇒昼・夕方の時間でスタッフとして支援ができる。

⇒利用者として、1日1回ぐらいは、食事に行くのでは。

⇒住民？民間？

〇町内の保育士さんや主婦に資格を取ってもらう（雇用を生む）。資格や講習を受けるなど

すると親も安心する。

〇お母さん達が気軽に集まれ、病や障害のある方のお母さん達の情報交換の場を提供。

⇒支援する組織が必要。

子育てサポート

全世代交流ルーム

ティーンズスペース

寺子屋（学習スペース）

カフェ・レストラン

第１～３回WSで議論した施設をイメージしながら、
具体的に自分たちで何ができるかについて、

数多くの意見をいただきました！


